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この報告集は、 1999 年 5 月 24 日 \sim 28 田こ京都大学数理解析研究所で行われた短期共同

研究「非線形偏微分方程式の解の構造とその解析手法についての研究」 における講演の概

要のほかに、関連する研究成果の報告を含んでいます。

この短期共同研究では、 (A) 非線形楕円型方程式の球対称解 (ディ )$|$ クレ問題)と非球対称

解 (ノイマン問題)に関する解析手法について、及び (B) 非線形発展方程式の解の scaling

invariance と regularity について、 という 2 つの課題についての基礎的な講義を中心に

最近のいくつかの結果を紹介していただき、 23名の参加者によって討論を行いました。

偏微分方程式とひとくちにいってもその中には多くの研究課題があり、 日頃はなかなか

他の研究についてじっくり知る機会がないものと思います。 この短期共同研究は、 異なる

課題に取り組む若手研究者の参加によって、違った観点からの自由な質問や討論を通じて

新しい問題意識が得られないものかと考えて企画しました。 そのため、基礎的な講義を担

当していただいた方々にはとくに多くのご配慮をいただきました。

参加者の方々にお礼を申し上げます一方で、報告集の取りまとめがおおはばに遅れまし

た不手際を深くお詫びいたします。 ご迷惑をお掛けしました。 また、 この短期共同研究を

企画する際して、 ご助言下さった先生方に感謝の気持ちをお伝えしたいと思います。

数理解析研究所の共同利用掛の皆様にも大変お世話になりました。 この場を借りてお礼

を申し上{ずます。
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研究代表者 後藤俊一 (金沢大学)


